
０９２ 明治時代  大久保政権 

1873.9 岩倉遣欧使節団帰国 

1873.10 明治六年の政変   

 西郷(薩)、板垣(土)、後藤
ご と う

象
しょう

二郎
じ ろ う

(土) 

 江藤(肥)、副島
そえじま

種
たね

臣
おみ

(肥)ら政府を去る 

 →土佐肥前を追い出し薩長藩閥政府が確立 

太政
だじょう

大臣
だいじん

… 三条
さんじょう

実
さね

美
とみ

  右大臣… 岩倉具視
いわくらともみ

  

1873.11 内務省 新設 

 初代 内務卿 に大久保
お お く ぼ

利通
としみち

。 

 

 

 

 

 

1873.12 秩禄奉還の法  

 

 

1874.1 民撰議院設立建白書   → 左院  

  

 政権
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英人  ブラック  『日
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新
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真
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士族の反乱を断固鎮圧 

1874.2  佐賀の乱   

→ 江藤新平 がリーダーに担
かつ

がれて反乱、処刑。 

1874.4  立志社  設立。  片岡健吉  

 

1874.5 台湾出兵 

→ 木戸孝允 、抗議して政府を去る。 

1874.6 屯田兵 制度。 士族
し ぞ く

授産
じゅさん

  の一つ 

 

1875.1  大阪会議 

① 木戸孝允 、 板垣退助 を政府復帰。 

②  漸次立憲政体樹立の詔  発布約束。 

③ 元老院 、 大審院 の新設で三権分立  

④地方の声を集める 地方官会議 の設置。 

 

1875.1   愛国社  設立(大阪) 

 

1875.12  新聞紙条例   讒謗律 

 

1875.9  江華島事件  軍艦雲揚
うんよう

 

 

1876.2  日朝修好条規  不平等条約 

 

1876.2 地租改正反対一揆が激化   

 三重県 の伊勢
い せ

暴動
ぼうどう

、 茨城県 の真壁
ま か べ

騒動
そうどう

  

→ 地租 を ３％ から 2.5％ に引下げ 

1876.3  廃刀令  

1876.8  金禄公債証書    

 

→秩禄廃止を 秩禄処分  といいます。 

→“ 士族の商法  ”多くは失敗に終わる 

士族の反乱 

1876.10 敬神党の乱  (熊本) 

1876.10 秋月の乱   (福岡)  

1876.10 萩の乱    (山口) 

1877.2  西南戦争    (鹿児島) 

殖産
しょくさん

興業
こうぎょう

(大久保の内務省主導) 

1872 富岡製糸場 ( 官営模範工場 ) 

1876 札幌農学校 

1877 東京大学   ←幕府の蕃書調所 

1877 三田
み た

育種場
いくしゅじょう

 

1877  第 1回内国勧業博覧会    

(上野公園) 

1878 安積
あ さ か

疏水
そ す い

  (福島県郡山
こおりやま

) 

1877.5  木戸孝允病死。 

1877.9  西南戦争終結(西郷自刃
じ じ ん

) 

1878.5  紀尾井
き お い

坂
ざか

の変で大久保暗殺 

     新しい内務
な い む

卿
きょう

は 伊藤博文  

 議員のサインを片手に大阪愛で 
前進 

ええと、佐賀の景色は 
秋の萩が最高


